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『グリム童話集』注釈の試み(2) (KHM2～3)

Untersuchungen der Anmerkungen der Kinder-und 

Hausmairchen der Bruder Grimm (2) (Nr.2～3)

小 高 康 正

Yasumasa Kotaka

KHM2

KatzeundMausinGesellschaft

｢猫とねずみのともぐらし｣

l AT15

アールネ/ トムソンの分類では､｢動物昔話｣

のなかの ｢野獣｣の15番目 ｢名付け親になってバ

ターを盗む｣にあたる｡

この話は ｢狐 (めんどり)が名付け親として呼

ばれていると偽って､熊 (おんどり)とふたりで

冬の蓄えのために隠しておいたバターをこっそり

盗んでしまう｡彼は熊が寝ているすきに口の回り

(しっぽ)にバターを塗り付ける｣というものだ

が､グリムの話に登場するのは猫とねずみで､猫

が名付け親でねずみがだまされる｡

わが国でも岩手県紫波郡の ｢猶と鼠｣の話があ

る｡それは ｢猫と鼠が共同でごちそうを作って寺

にしまっておく｡猶は葬式に招かれたと､ひとり

で行って食う｡猫と鼠が一緒に見に行くとなくな

っているO鼠が気づいで恨みをいうと猫は鼠を食

う｣というものである｡この話の場合は死んだ人

の名前として､｢上諜E､中証､底輩｣とい う言い

方が出てくるoLかし最後は由来話のように ｢そ

れから､猫と鼠の仲が今のような具合になったと

いうことである｣と締めくくられている1)｡ 日本

ではこの岩手県紫波郡の話一つしか記録されてい

ないところをみると､あるいはグリムの話に由来

するのかも知れない｡

2 手稿 (1810年)2) 第2番 ｢猫とねずみ｣

猫とねずみが暮らしを一緒にした｡彼らは

冬の蓄えのために脂肪の入ったつぼを買 っ

た｡そして教会の祭壇の下にそれを置いた｡

そのあとすぐ猫はねずみに言ったo僕を外出

させておくれ､名付け親にならなくちゃなら

ないんだ｡ねずみはそうさせた｡けれども猫

は教会に行き､脂肪の壷から上皮を読めた.

猫が帰ってくると､ねずみは赤んぼうになん

と名付けたのか尋ねた｡｢上皮なめ｣､と猫は

答えた｡その後まもなく猫はまた名付け親に

ならないといけないと言って､出かけてい

き､脂肪の壷を半分食べてしまった｡そして

ねずみが赤んはうの名前を尋ねると､｢半分

ぺろり｣と言った｡最後に､ねずみが猫の出か

けるのを望まず､上皮なめ､半分べろり､お

かしな名前だなと言ったが､猫はもう一度名

付け親になりに出かけて行ったOそして猫は

脂肪の壷を全部食べてしまって､赤んぽうの

名前は ｢全部べろり｣とつけたと言った｡す

るとねずみは､全部べろり! どうもおか し

な名前だ､と頭を強く横にふった｡まもなく

冬が来て､二人は教会の祭壇の下に隠した壷

のところ-行った｡しかしそれは空だった｡

そこでねずみが言った､これはきっとおまえ

が名付け親になっているときにやったのだろ

う｡すると猫は､黙れ､さもないとおまえを

食ってしまうぞ､と言った｡そしてねずみが

再び口を開こうとしたとたん､猫はねずみに

飛びかかり､食べてしまった｡

この最初のメルヒェソはカッセルのグレートヒ

ェソ･ヴィル トの口伝えによるもので､1808年に

ヴィル-ルムによって記録された8)O初版 (第一
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巻､1812年) では､題名は ｢猫とねずみ｣から

｢猫とねずみのとも暮らし｣とあらためられ､分

量も2倍くらいに膨らまされた｡ただし語り口が

詳しくなっただけで､内容の変更はほ とん どな

い｡初版以来ずっと第2番目の位置を占めてい

る｡

3 グリム兄弟の注釈では4),おんどりとめん

どりの窺話が紹介されている｡

彼らは糞のなかに宝石を見つける｡宝石商

人にそれを売り､かありに脂肪の壷を手に入

れる｡そしてそれを冬に備えて､戸棚の上に

置いた｡しかしめんどりがそれを少しずつ食

べてなくなってしまう｡そのことがわか る

と､おんどりはとても腹を立て､めんどりを

くちばしで突いて死なせてしまいました｡そ

のあとでおんどりは後悔と悲しみでいっぱい

になり､｢めんどりの死｣(80番)の話のよう

に､墓に埋める 〔Grimm.S.7〕｡

他にグリムの注釈では後部ポメルソ地方に､蜂

蜜の壷を見つける ｢狐と熊｣の話があることが言

われている｡

この話はメルヒェソ･ジャンルの中では､第1

番目の ｢蛙の王様｣などの ｢魔法昔話｣(Zauber一

m益rchen)とちがって､動物昔話 (Tiermarchen)

に分拝される｡

｢猫とねずみのともぐらし｣が『グリム童話集』

の第二番目に置かれたのはなぜであろうか｡

レレケはグリム兄弟がメルヒェソ･ジャンルの

目印として､｢ライネッケ狐｣との関連で動物物

請 (Tiergeschichte)に注目していたことを指摘

している5)0｢ライネッケ狐｣は､フランスでは

｢ルナ-ル物語｣の名で知られており､広く中世

ヨーロッパに ｢狐物語｣として流布していた動物

叙事詩である｡ ドイツでは特にゲーテの作品 『ラ

イネケ･フックス』(1793年)で有名だが,ヤー

コプ･グリム自身､十二世紀の写本の校訂版を出

していた｡

また彼らの集めた最初のメルヒェソにおいて

も､最初の6編は動物昔話が占めていた6)0

べ-レソトゾーンはアールネとはちがった分類
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法をとり､この話も｢笑話｣(Schwank)のなかの

｢動物笑話｣(Tierschwank)に数えている7)O名

付け親になった猫が架空に付けた奇妙な名前 (上

皮なめ､半分べろり､全部ぺろり)は確かに聞き

手の笑いを誘う｡この点にグリム兄弟 も着 目し

て､注釈では別の名前の例として､｢縁なめ､半

分ぺろり､全部べろり｣｢いただき (はじまり)､

半分たいらげ､おしまい｣というのもあると指摘

している 〔Grimm,S.7〕｡

また､最初の記録には見られなかったが､グリ

ム兄弟は最終版で ｢世の中ってこんなものです｣

(Siehstdu,sogeht'sinderWelt.)という結末

の語句をつけ加えている｡この表現によって､こ

のタイプの話が内容的には<善良な (おひとよし

の)>ねずみが<変賢い>猫に食われてしまうと

いう､一種の教訓話として強調されているようで

ある.

KHM3

Marienkind

｢マリアの子ども｣

1 AT710

7-ルネ/ トムソンでは､｢聖母の子｣として､

本格昔話で ｢魔法の話｣のなかの ｢その他の超自

然的物語｣に分類されるO

父親が知らないで行なった約束によってその娘

がある養母のものとなる｡娘は禁止されていた部

屋を見たことを故意に否定する｡そのため口がき

けなくなるO娘は王の妻となるO聖母マ1)ア (魔

女､悪い継母)が娘の子を盗むO最後に王女は自

分の罪を認める｡

日本では同じタイプの話は見つかっていない

ようであるが､閑敬吾は ｢見るなの座敷｣の話に

<禁じられた部屋>のモチーフとの共通性を見て

いる8)0

2 手稿 (1810年)第34番 ｢マリアの子ども｣

ある大きな森の手前に貧しい木こりが妻と

ともに住んでいた｡彼らには三歳の小さな娘

がいたO彼らはしかしとても貧しか ったの

で､その子を養っていくことができなか っ
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た｡木こりは大いに悲しみながら森に出かけ

た｡彼は子どものことが気がかりでこれから

どうなるかそればかり考えていた｡そうして

縁の茂みの真ん中にやってきた｡そ こに突

然､美しい女性が目の前に現れた｡その顔は

光り輝き､衣服は空色をして銀色の星がちり

ばめられていたOその女性は男に言った｡わ

たしは聖母マリアです｡わたしはおまえが自

分の子を養えないのを知っています｡子ども

を連れて来なさい｡わたしが引き取り､その

子の母親になります｡木こりは急いで家に帰

ると､子どもを森のなか-連れてきた｡その

子ははじめは輝いている女の人を見て､怖が

っていたが､すぐにその女性のもとに行き､

手を振った｡聖母マリアは子どもを天国へ連

れていった｡そこでは子どもは金の服を着せ

てもらい､天使たちがやって来て､一緒に遊

んだ｡そんなふうにその子は長い間､十四の

年になるまで､喜びに満ちた､豪華な暮らし

をした｡あるとき聖母マリアは長い旅行をし

なければならなくなった｡彼女は子どもに言

った.かわいい子よ､わたしは長い旅に出な

くてはなりません｡ここに黄金の鍵束があり

ます｡天国のすべての扉をあけて､中に入っ

ても構いません｡しかしただ一つだけ､この

小さな鍵であけられる部屋だけはだめです｡

そう言うと聖母は出かけていき､その子をひ

とり残したOその子は鍵束を取ると､毎日一

つずつ扉をあけ､すぼらしい天国の住まいを

すべて見て喜んだ｡ついにすべての扉があけ

られ､ただ禁止された部屋だけが残 ってい

た｡長い間あけたいとは思わなかったが､つ

いにその子はあけたいという気持ちを抑える

ことができなくなった｡小さな鍵を取ると､

その扉をあけた｡そこで子どもは､言い表す

ことのできない輝きと豪華さにつつまれた三

位一体の像を見た｡その子はすばやく扉をも

とのようにしめた｡しかし彼女の胸は不安で

いっぱいになり､それはますます高まるばか

りで､もはや気の休まることはなかった｡そ

の後まもなく聖母マリアが旅から帰 ってき

た｡彼女は鍵を受けとるとたずねた｡おまえ

は禁じられた部屋をあけなか ったか｡いい
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え､とその子は答えた｡マリアはその子の激

しく鳴り打つ胸に手をおき､禁を破ったこと

を見てとったO彼女はもう一度たずねた｡し

かしその子は再び､わたしは入りませんでし

たと答えた｡そこでマリアは言った､おまえ

は天国にいるのはふさわしくない｡その子は

深い眠りに落ちた｡聖母は抱きかかえて地上

に下ろした｡娘が日を覚ますと､輝いていた

天国は消えてしまい､高い樹の下にいた｡回

りは生い茂った薮に囲まれ､出口は見つから

なかった｡娘はロがきけなくなり､大きな悲

しみと沈黙のうちに日が過ぎていった｡木の

根や森の果実を食べものとした｡その樹には

大きな洞があり､その中で眠った｡秋が来る

と､樹から落ちる葉を集め洞のなかに運 ん

だ｡それから娘は木の板を集めて､そうして

冬の間､樹の中に座って過ごした｡ちょうど

春がやってきて木の枝が再び線になりはじめ

ると､娘は洞から出てきて樹の前の､日のあ

たるところに腰を下ろした｡娘の金色の髪は

長く､天国で身に付けていた､深紅のビロー

ドの服にまで垂れ下がっていた｡それでその

国の王が林の中を馬に乗ってかけてきたとき

も､娘はそんなふうに静かになんとも言えず

美しく座っていた｡王はその美しい姿に心を

動かされ､何者かたずねた｡しかし娘は何も

答えることができず､同情をひく目で彼をじ

っとみるだけであった｡彼は娘を馬に乗せ､

彼の城へ連れていった｡そこで娘は彼の妻に

なった｡

一年たち､お妃は美しい王子を産み､王と

国の人々はとても喜んだ｡しかしある夜､お

妃が子どもと二人きりになると､聖母マリア

が星の冠と星の衣服を身に付けてベッドの前

に現われて､言った｡ごらんなさい､おまえ

は口がきけず､幸せではないでしょう｡おま

えがあの扉をあけたことを白状しなさい｡そ

れともおまえの子どもを連れていきましょう

か｡それでも彼女は､あけていませんと答え

た｡するとマリアは子どもを連れ去った｡次

の朝､王は王子がいなくなったことに非常に

驚いたが､お妃はとても悲しげに､黙ってい

るだけだった｡顧問官たちはお妃が子どもを
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食べたと思い､火あぶりにするよ うに求め

た｡しかし王はそう決心することがで きな

い｡

一年過ぎて､お妃は再び王子を産む｡聖母

マリアが現われ､お妃があくまで否認するの

で､その子も連れ去るo顧問官たちは今度こ

そ人食いとして罰するように迫るが､王はも

う一度拒むO

それから一年たち､お妃は王女を産む｡す

べては以前と同じようになる｡王はもはや防

ぐことはできず､お妃は薪の山へ連れていか

れる｡

いよいよお妃は薪の上に立ち､再び深紅の

衣服を身にまとい､金色の髪はほ どけてい

た｡そのとき彼女の心は揺り動か され､あ

あ､いまこそわたしはすべてのことを告白し

たいと思った｡すると天から光がさし､そこ

から聖母マリアが堂々とした姿で現われた.

彼女は腕に小さな子どもを抱え､両側には二

人の大きな子どもを伴っていた｡聖母はお妃

に近づいて言った｡それではおまえは禁じら

れた扉をあげたことを認めるのですね｡お妃

は､はいと答えた｡するとマリアは彼女に子

どもを返し､お妃は言葉も戻って､喜びにつ

つまれて末長く暮らした｡

3 この話は1807年にカッセルのグレートヒェ

ソ･ヴィルトによる口頭の伝承をヴィル-ルムが

記録したものである｡

レレケによると､この記録はヤーコプ･グリム

によって変更を加えられないで筆写され､その写

しが1808年4月にザヴィニーのもとに送られてい

る9)｡初版以来ずっと第3番目の位置を占めてい

る｡

グリム兄弟の注釈には ｢もう一つの話｣として

次の話が紹介されている｡

貧乏な男が､子どもを養うことができなく

なって､森へ行き､首を吊ろうとする｡そこ

-四頭の黒い馬にひかれた黒い馬車がやって

くる｡そして黒い服を着た美しい聖母が降り

てきて､彼の家の前の薮の中に､お金の入っ

た袋がある､それをやるかわり彼に家の中に
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隠されているものを渡しなさい､と言う｡男

は同意する｡お金を見つけるが､隠されたも

のは妻のお腹の中の子どもであった｡子ども

が産まれると､聖母がやってきて連れて行こ

うとする.しかし母親はなんとか板んで､そ

の子が十二歳になるまで待ってもらう｡それ

から子どもは黒い城に連れられていく｡その

なかのすべては豪華で､ただ一つの部屋を除

いて､どこの部屋でも入ることが許された｡

娘は四年間､それに従ったが､どうしても見

てみたいという苦しみには勝てずに､隙間か

ら中をのぞく｡娘は読書に没頭していた四人

の黒い聖母たちが一瞬驚いた様子を見る｡し

かし養母が出てきて言った｡ ｢私はおまえを

追放しなければならない｡おまえが一番失っ

てもいいものは何か｣｢言葉です｣と娘は答
えた｡聖母が彼女の口を打つと､血が流れ出

て､娘は追いやられた｡娘は樹の下で眠らな

ければならなかったO朝になると､王子が彼

女を見つけ､城へ連れていき､母親の反対に

もかかわらず､その口のきけない美しい娘と

結婚する｡最初の子どもが産まれると､悪い

姑は子どもを川の中に投げ入れ､病んでいる

お妃に血をかける｡お妃が子どもを食べたよ

うに見せかける｡そのようなことがさらに二

度あり､弁解のできない､罪のないお妃は火

あぶりにされる｡まさにお妃が火の中に立と

うとしたとき､黒い馬車が現われ､聖母が降

りてくる｡彼女が火の中を通ると､火は静ま

り､消え､お妃の方へ近づくと､彼女の口を

打ち､言葉を再び戻した｡他の三人の聖母た

ちは川の中から助け出された三人の子どもを

連れてきた｡悪だくみは明らかになり､悪い

姑は蛇や毒まむしの入った樽の中に入れ ら

れ､山の上から転がされた〔Grimm.S.7f.〕｡

初版からグリムの注釈では ｢聖オッティリエ｣

の伝説との類似性が指摘されていた｡

特にグリム兄弟はナウベルトの ｢昔話集｣を参

照していた11)｡グリム兄弟はそこからの抜き書き

を残しており､｢オッティリェにおけるほど子ど

もの気持ちがよく表されているものはない｣と述

べている12)0
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グリム兄弟の書き留めたナウベル トの話は､フ

ライブルクの近くに伝わる伝説で.領主の妻であ

ったオッティリ工が身ごもったまま城から逃げ出

さざるを得ず､厳寒の地で赤んほうを産むとまも

なく死んでしまう｡その時聖母が現われて､養い

親になり,天国へ連れていく｡天国の内部の聖所

を見ることは禁じられていたし､山の頂上から地

上を見ることも許されなかった｡しかし､誘惑の

霊にそそのかされ､禁をおかす｡そのため天国か

ら追放される｡地上では苦難にあうが､聖母マリ

アに祈って助けられる､という話である｡

グリム兄弟が1807年に彼らの住んでいた町カッ

セルのヴィル ト家の次女グレートヒェソから ｢マ

リアの子ども｣の話を聞いて記録した後,1809年

4月6日にカッセル近郊のアレンドルフに住む牧

師の娘フリーデリケ･マンネルという女性 か ら

｢口のきけない娘｣という話を送られた｡これは

マンネルによる手書きで,1810年の草稿には ｢唖

の娘｣という題名で第46番に置かれている｡その

後この話は第3番の ｢マリアの子ども｣の ｢別の

話｣として､注釈の方へ入れられたのである18)｡
だが､なぜかヤーコプが注釈 に入れ た ｢別の

話｣とマンネルの話の終結部は大きく異なってい

る｡

グリム兄弟の注釈の話では､聖母マリアが火あ

ぶりにされようとしたお妃を助けた後､悪巧みが

ばれた姑は罰として蛇の入った樽に入れられ､山

の上から転がされて死んでしまうことになってい

るが,マンネルの話では､黒い聖母たちは悪い魔

法にかけられており､かれらほお妃の試練によっ

て助けられ､天国に帰っていき,悪い姑は自らの

悪意と嫉みのために窒息して死んでしまう｡

この違いの理由はおそらくヤーコプがマンネル

の話を要約する際に加えた変更と考えられるが､

内容面からみると,この違いはかなり大きいと言

える｡つまり､光り輝く聖母マリアと黒い聖母の

ちがいはそのまま試練に合う娘との関係の在り方

にも大きな違いを与えている｡前者では､聖母の

教えに背き､誘惑に負けた娘が数々の試練 に耐

え､最後に娘は聖母に救済され､悪い妃は罰せら

れるというキリスト教的なモラルの教訓話である

が､後者では黒い聖母は魔法にかけられており､

娘の試練に耐える力によって助けられ る とい う

<救済>を中心においた本来の魔法昔話に近い｡

シェルフも ｢マリアの子｣の話とマンネルの話

とを比べて､その違いを指摘し､マンネルの話が

注釈に入れられたことを残念がっているが､注釈

の方ではその結末が変えられていることには触れ

られていない 14)｡

(こたか やすまき 教授)

(1995.10.5 受理)
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